
　わが国では，他国にみないスピードで高齢化社会を迎えている。認知症高齢者の増加は
避けられず，認知症高齢者ケアの質向上が重要な課題である。今回，認知症のある骨盤骨
折の患者Ａ氏を受け持った。拒否や暴言が強く，清潔ケアの介入が困難であった為，認知
症看護認定看護師や理学療法士と相談し，チームカンファレンスを行った。Ａ氏の残存機
能に着目した介入を検討し，塗り絵カレンダー，予定表，パッド交換時間表を作成し，予
定表に沿って清潔介入を行うことで，拒否の軽減に繋がった。認知症の症状だけに着目す
るのではなく，Ａ氏という一人の患者を理解し，残存機能を生かしたケア方法を考え実践
することでBPSDの緩和に繋がることが学べた。
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